
令和 6 年 4 月 25 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

【活動場所】 Tetoria取手

【実施日程】

【実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要】

　SST　「断り上手」になって自分にも優しくなろう。

【利用者数　等】 11名参加　他4名は別日に実施

計15名

＜目的＞

一般就労を目標にしている利用者への知識と能力の向上。

応用

会社でのコミュニケーションの向上

＜成果＞

障がいのある方が自身の判断で『断る』ということは難しいことが多々あると思われるので、

この研修会をきっかけに新たな知識向上に繋がったと思われた。

今後も連携させていただき、利用者の能力向上を図っていく。

・断ることがとても苦手にしているので、この研修はとても参考になった。

・日常や社会で、気になっていたことを取り上げた研修で勉強になる。

・この勉強会を思い出しながら、このような機会があった際に挑戦してみようと思った。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 Tetoria取手 事業所番号 0811700681

利用者からの意見・評価

住　所 茨城県取手市取手1-2-6　ブルックスとりで 管理者名 根本　智

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 0297-63-5719 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 株式会社Hand　Aid　高木　葵様

令和6年4月25日

これまでの自身の経験を生かして断り方などの研修会を行った。

自身の経験やこれからのことも踏まえた回答を考えていた。

断る上で、日々のコミュニケーションも大事であることも新たな発見に繋がった。

頼まれたことで自身が大変にならないことと（自分に優しく）、相手に状況を自分

に照らし合わせた上で、断ったり、代替え案をすることが大事と学べた。

様式２


